
 

平成 25年 11月 15日 

国際石油開発帝石株式会社 

広報・IRユニット 

（電話 03-5572-0233） 

 

インドネシア共和国 マハカム沖鉱区トゥヌガス田における 

開発井からのガス漏れについて（お知らせ） 

 

国際石油開発帝石株式会社（以下、当社）は、インドネシア共和国東カリマンタン マハカム

沖鉱区において、オペレーターである仏トタル社（以下、トタル社）とともに、石油及び天然ガ

スの生産および開発作業を進めております。 

 

トタル社からの情報によりますと、さる 11月 8日、マハカム沖鉱区に位置するトゥヌガス田で

掘削作業中の開発井から少量のガス漏れが確認されました。 

 

現時点では、人的な被害、火災の発生は報告されておりません。また原油の漏洩も確認されて

おりません。現在、トタル社を中心に事故の状況観察と事故の収束に向けての必要な対策を講じ

る準備を進めるとともに、インドネシア当局への報告も適宜行っております。 

なお、本件によるマハカム沖鉱区のガス生産への影響は限定的です。 

 

今後もトタル社と連携しつつ、同社からの更新情報が入りましたら、逐次お知らせいたします。 
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